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ウッディークラフト

髙橋工務店

竹口組

千葉工務店

丸尾建設

コンフォート24の道内実績 キューワンボードMAの施工例

地場５社のモデル展示場オープン
オホーツクきらりパーク in 緑ヶ丘

感染対策徹底しフリー来場で

オール電化で年間冷暖房費11万円
断熱等級６・７で全館空調普及へ

オンラインセミナー

最新ニーズを捉えた動線やデザイン、
高性能・快適仕様など

　オホーツク・北見で性能とデザイン・プランにこだ
わった家づくりを展開している地場工務店５社による
合同住宅展示場「オホーツク きらりパーク in 緑ヶ丘」
が、去る10 月８日( 土 ) に北見市緑ヶ丘にオープン。
共働き世帯が暮らしやすい動線や、家族との時間をゆ
っくり過ごせる空間、高い断熱・省エネ性と健康的な
室内空気環境、メンテナンスの負担軽減を考えた仕
様など、各社それぞれ独自の特徴を打ち出したモデル
ハウスを来場者にアピールしている。
　この展示場は、地域に根ざした快適な家づくりを目
指して勉強や情報交換を重ねている地場工務店の集
まり「LDAG」（エルダッグ、千葉厚会長・千葉工務
店社長）のメンバーが運営・公開しているもの。千葉
会長は「地元の工務店を意外と知らない市民の方も
いる中で、メンバーの社名を覚えてもらえるという意
味では大きなメリットがある。ここ数年はコロナ禍の
影響で来場者数は以前より少なくなっているが、その
分、家づくりに熱心な来場者が増えている」と話す。
　今回の出展メンバーは、㈱ウッディークラフト（加
藤孝則社長）、㈱髙橋工務店（髙橋広明社長）、㈱竹
口組（竹口祐司社長）、㈱千葉工務店（千葉厚社長）、
㈱丸尾建設（丸尾国弘社長）〈50 音順〉の５社で、
㈱ LIXIL と北海道ガス㈱の協賛を受けて11 月20 日
( 日 ) までの毎週土日・祝日にオープン。事前予約制
ではなく、フリーで来場者を受け入れるにあたり、受
付での検温やマスク・手袋の着用、手指消毒、１棟単
位での人数制限などに加え、数パターン用意したモデ
ルハウス見学ルートの用紙を、受付時にランダムに手
渡すことで１つのモデルハウスに来場者が集中しない
ようにするなど、徹底した新型コロナウイルス感染対
策を行っている。

　また、前回と同じく各モデルハウスの内外観を 360
度ビューで見ることができる VR 展示も専用ホームペ
ージで実施する。

　５棟のモデルハウスは協賛２社の協力により、建材・
建具をオール LIXIL ブランドで統一。熱源はガス高
効率設備のエコジョーズとガスマイホーム発電のコレ
モを採用している。
　各社のモデルハウスを見ると、ウッディークラフト
は、目隠し壁によって外からの視線を気にせずプライ
ベートな時間を楽しめるテラスや、帰宅して手洗い、
脱衣・洗濯、衣類干し、収納までをワンウェイで完結
できる回遊動線などを特徴とするプランが見どころ。
髙橋工務店は、高耐久塗り壁材やアスファルトシング
ルの屋根材によってメンテナンス負担を軽減した外装
仕上げや、主婦が家事を効率的に行えるよう、洗濯脱
衣室と乾燥室、ウォークインクローゼットを直線的に
まとめたプランなどを平屋で提案している。
　竹口組は、外壁に高性能ウレタンフォーム断熱材・
キューワンボードを外張付加した外壁ダブル断熱や、
パッシブ換気床下暖房システムによる高い快適性・省
エネ性と健康的な空気環境をアピール。千葉工務店
は、大きな吹抜けを設けた LDK や、大容量のファミ
リークローゼットを室内の中心に配したプランなどに
よって、コンパクトな２階建てながら開放的で暮らし
やすい空間設計がポイントになっている。
　丸尾建設は、土間コンクリート上に床仕上げを行う
ことで 3.1ⅿの天井高を確保したロースタイル・リビ

ングや、2.7ⅿのハイドアによる間仕切り、ブラック・
グレー・木目をベースとしたカラーコーディネートな
どを特徴とするプラン・デザインを形にした。
　オープン当日の開場前にあいさつに立った千葉会長
は「５社それぞれの家づくりの良さを１人でも多くの
来場者にわかってもらうことで、みなさんの来年の仕
事につなげていくことができれば」と、意気込みを語
っている。

　10 月３日、アキレス㈱、㈱システック環境研究所、
北海道電力㈱、YKK AP ㈱の４社が共催でオンライン
セミナー「断熱等級６・７の創設で北海道の住宅はこ
う変わる！」を開催した。
　最初に道建設部住宅局の佐々木智和氏が「『ゼロカ
ーボン北海道』の実現に向けた取り組み」と題して基
調講演を行い、普及を加速させている北方型住宅の中
で最も性能水準が高い「北方型住宅2020」をPRした。
　続いて、アキレス断熱資材事業部の本田俊裕氏が

「脱炭素で求められる断熱・気密性能」について講演。
高断熱住宅の断熱仕様について、北方型住宅 2020
はキューワンボード外張り61㎜、さらに等級６以上
になると軸間へのグラスウール充てんを併用、等級７
はキューワンボード 100㎜の外張り付加でクリアす
る。この 100㎜付加断熱に適した新製品が、一発施

工できるキューワンボードMA。気密性能は、
外で風が吹いても漏気量が少ない C 値 0.5
㎠ /㎡以下を確保すべきだとした。
　次に、YKK AP 北海道商品開発室の倉島
淳一室長が「等級６、７の開口部仕様につ
いて」と題して講演。今後は等級６が北海道の標準仕
様になるとし、開口部仕様を計算した。断熱等級６は、
トリプルガラス樹脂サッシの APW430と充てん断熱
にλ値 0.020W の付 加断 熱 材 66 ㎜ 厚で UA 値
0.25W となり、クリアすることができる。
　システック環境研究所の西郷昌高氏は、「断熱強化
でパネルヒーターからヒートポンプ全館輻射空調へ」
と題して講演。断熱等級６で暖房負荷が４kW 以下に
なり、14 畳用と謳われている冷暖房エアコン１台で
全館空調できる。試算によると同社のコンフォート

24 は、札幌で等級６クリアなら延床面積 43 坪の住
宅で冷暖房費は年間 11 万円。北見は等級７クリアで
年間 10 万円以下。北海道の全館空調に必要な条件と
しては、断熱等級５以上で、C 値 0.5㎠ /㎡以下とした。
　最後にほくでんサービス㈱営業推進部の鎌田茂氏
が「脱炭素の北海道電力としての取組み」を講演。
北海道電力では、2050 年までに発電部門からの CO2

排出ゼロを目指しており、これが実現すれば「使用さ
れる電力は全てゼロカーボン＝オール電化はゼロカー
ボン」になると話した。


